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ARCHITECTARCHITECT
• 従来の試験装置よりも標準化指向、高機能化

• 試験装置でありながらビジュアルも重視

今回のターゲット今回のターゲット



活動のポイント活動のポイント

• 事業所間の垣根を越えた作業分担

• 納期2ヶ月～3台同時製作（初）

• 関係者全員でのキックオフ実施

• CCPM進捗管理ソフトを用いた工程管理

新しい仕組み確立



作業分担フロー作業分担フロー
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早く終わっても待ってしまう作業A

作業B

作業C

遅れは伝わるが進みが伝わらない

従来の方法による工程管理従来の方法による工程管理



CCPM
（Critical Chain Project Management）
作業A

作業B

作業C

バッファ（余裕）

遅れも進みも伝わる！！

サバを読む

新しい方法による進捗管理新しい方法による進捗管理



作業フォーメーション作業フォーメーション

設計図面
設計図面

部材開封

ﾃｰﾌﾟ巻き ＃２号機

組立、配管
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ﾊﾟｲﾌﾟ切出チーム



製作開始したら…製作開始したら…



緊急事態発生！  いきなり！緊急事態発生！  いきなり！

■ 要 因 ■

• 進捗「赤」からスタート

• 納期実は３ヶ月だったが

キックオフが１ヵ月後に

製作期間2ヶ月
＊ ポイント ＊

いかに早くスタートが切れるか？進捗「緑」スタート

迅速なキックオフの実施が必要不可欠



緊急事態発生！  その１緊急事態発生！  その１

リソース投入

ユニット製作へ移行し遅延を回避！

■ 要 因 ■

• １１月１４日

• 実務担当者が病気により

出社不可能！！

工数不足に陥る



緊急事態発生！  その２緊急事態発生！  その２

部材再設計＋メカトロ課総力を挙げて  
対処  →  ３日遅延を１日に！

■ 要 因 ■

• １１月２１日

• 配管取付金具の設計ミス

• 製作工数設定ミス

（１３種類６０本！！）

部材納期遅延



困難を乗り越えた進捗結果困難を乗り越えた進捗結果

• 従来であれば１週間以上遅延
 の恐れがある

• 進捗をこまめに人間がチェック

→ 毎週火金にチェックするルール

• 早期に異常を発見

メンバーの

共感を得る

仕事の進め方

実は1.25日遅れ（埼玉に事前に報告）



まとめまとめ

みんなの協力で

12月10日埼玉納入厳守

埼玉への進捗公開

Ａ社様より高い評価

原価表の公開

3台達成!!
ﾋﾞｭﾜｰ使用

ﾘﾋﾟｰﾄ受注

獲得!!



今後の展望今後の展望
進捗管理の利用

• トラバース、FC装置、大型校正装置を登録し管理

今後の課題

• 設計の再利用
 

→
 

工期1/2！ コスト1/2！を目指す

• プロジェクトリーダーはこまめな対応を！！

• 他事業所とのより深い連携の強化→早期なｷｯｸｵﾌ開催



補足資料補足資料

この内容は社内生産改革成果発表大会

にて大賞を受賞（第1位）

●成果としては正確な納入

立ち上げでリピート受注獲得



Thank you for your attention


	試験装置生産の仕組み確立
	ARCHITECT
	活動のポイント
	作業分担フロー
	従来の方法による工程管理
	新しい方法による進捗管理
	作業フォーメーション
	スライド番号 8
	緊急事態発生！　いきなり！
	緊急事態発生！　その１
	緊急事態発生！　その２
	困難を乗り越えた進捗結果
	まとめ
	今後の展望
	補足資料
	スライド番号 16

